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登録証

2010年12月、社団法人日本ユネスコ協会連盟により、地域の文化自然遺産

を未来へと守り伝える活動として、アファンの森財団の活動が「第2回プロジェク

ト未来遺産」として登録されました。

特に今回の募集テーマが「生物多様性」ということもあり、これまで地道に続

けてきた活動が第三者機関に評価されました。アファンの森づくりを支えていただ

いた皆様とともに頂いた名誉と感じています。

日本ユネスコ協会連盟の「未来遺産運動」は、100年後の子どもたちに長い

歴史と伝統のもとで豊かに培われてきた地域の文化・自然遺産を伝えるための運

動です。

　「プロジェクト未来遺産」は、「未来遺産運動」の活動の一環として、長い歴

史を超えて人々が紡ぎ続けてきた文化遺産や、自然とともに生きる知恵や工夫の

中でつくりあげてきた自然遺産という豊かな贈り物に光を当て、それらを未来に伝

えていこうという人々の意欲を活性化させることによって、時代を切り拓いていこ

うとするもので、未来に伝えたい地域の文化・自然遺産を守る市民の活動を「プ

ロジェクト未来遺産」として登録し、それを推進する地域を日本全体で応援する

仕組みをつくっています。

アファンの森財団の活動は、荒廃した日本の森を再生することを目的に、現理

事長であるC・Wニコルが1986年より飯綱山麓に位置する30年以上放置され

た里山（長野県上水内郡信濃町）を少しずつ買い取り、手入れをはじめたことが

始まりでした。2002年 5月に財団法人が設立され、すべての活動が引き継がれ

現在に至っています。

こうしたアファンの森の活動が社団法人ユネスコ協会連盟により評価していた

だいた結果と受け止めるとともに、日ごろから皆様からのご支援あってのことと感

じております。

そしてこれからも、アファンの森が未来へ受け継ぐべき日本の遺産として、恥じ

ないよう活動を展開してまいります。

10 0年後の子どもたちに受け継ぐ遺産として
アファンの森がユネスコ未来遺産に登録されました

 ご登録頂きこの上ない喜びで一杯です。 かつて古代

文明が森によって繁栄し、 森の崩壊と共に衰退したよ

うに、この星で海を除けば、森こそが多様な命を育む“私

たちの家” なのです。 しかし、 今世界中で森は減り続

けています。 日本の伝統的な里山文化は森とともに暮

らす特別なものでした。 私たちの活動は、 捨てられた

森を再びかつての日本の多様性溢れる森に蘇らせるこ

と。 多様性は未来への可能性。 森づくりは未来を信じ

ることです。

C.W. ニコル • アファンの森財団　

理事長　C•W ニコル
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お披露目式にて握手をする紀藤康子様とニコル

100年後、200年後の森づくりを目指しているアファンの森の一画に、森とと

もに息づく 「アファンセンター」が2010年11月に完成しました。　

建設にあたり紀藤康子様のご支援を賜り、基本構想は、近代技術文明社会に

警鐘を鳴らし続けてきた建築家、池田武邦氏。「森とともに循環する建物」を基

本理念に、国産材にこだわり間伐材を利用するなど、合板や接着剤は使わず極力

「土に還る」素材を使った建物です。アファンの森財団の顔となり、人と森が交流

するセンターとして、当財団活動を大きく発展する機会となりました。

建設費をご支援いただきました紀藤康子様に改めて感謝申し上げます。

アファン生まれの家具とともに

〈センターの机と椅子〉

アファンの森の間伐材を利用して、オークヴィレッジにセンター内の机と椅子を

製作していただきました。オークヴィレッジ代表稲本正氏によると、「通常は、材

として利用価値がないといわれていた、クワやミズキ、クルミに漆を塗るというこ

とは、きっと世界で初の試みだと思います。これほど美しい家具に生まれかわれる

とは新たな発見です。」

〈オフィスデスク〉

2005年11月にトラストしたエリアに

手入れが行き届いていないカラマツ林が

ありました。ここで間伐した材が、株式

会社岡村製作所のご協力により事務所の

デスクとして生まれかわりました。

アファンの森で生まれた樹木が、家具

として再び次のステージで一緒に過ごせ

ることに喜びを感じます。

●センター建築 • 設計  

　建築支援 : 紀藤康子  

　設計監修 : 池田武邦  

　設計 • 管理者 : 井口高浩 (I-PLAN)、 土屋誠

●センター設立にあたりご支援いただいた方々

　紀藤 康子	: センター建設  

　アジア航測株式会社 : アファンの森航空写真  

　イオン株式会社 : 厨房什器一式  

　株式会社岡村製作所 : オフィス家具一式

( アファンの森の間伐材を利用して製作したデスク等 )  

　サンデン株式会社 : 冷凍チェストストッカー、

　　　　　　　　給湯設備 ( エコキュート )、 厨房設備等  

　株式会社昭立造園 : エクステリア施工協力

●センター家具 ・ 基金協力者

　センター家具協賛者 51名 (8 0口 )  

　センター基金協賛者 14 2 名 (291口 )

アファンセンター完成
10 0年後も森とともに息づく場所



2 011年 3 月31日現在 ： 296 ,0 7 0㎡ （約 89 ,718 坪） 　写真 ： アジア航測株式会社

南エリア

北エリア

アファンセンター

トラストにより取得した森を整備することで、 より大き

な森の生態系の再生を目指してまいります。
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森の広さは、約 30 ヘクタール。

今年度新たに購入した山林はありませんでしたので、アファンの森の総面積は

約29 .6ha です。

　現在のアファンの森は、北エリア（これまで整備を進めてきたエリア）と、南

エリア（未整備の自然環境調査を実施しているエリア）の大きく2つのエリアに分

かれています。南エリアは119 ,088㎡（約36 ,024 坪）あり、北エリアの南東

へ数百メートル離れた場所に位置します。2009年 2月に取得後、測量して地形

図を作成し、整備する前の状況を把握するための植生調査等を実施してきました。

　今後のトラスト活動は、「北エリア」と「南エリア」をつなげることを優先事項

として、地主さんの把握と取得に向けた交渉の準備を進めています。

森を大きくすることは、
より大きな生態系を再生すること

トラスト募 金 のご 協 力により少し ず つ 森 を 広 げ ています。フクロウが 無 理 な
く繁 殖 で きる面 積 で ある 5 0 ヘクタール を当面 の目標に。そして、トラストに
より取 得した山 林 を 整 備 することで より大 きな 森 の 生 態 系 の 再 生 を目指しま
す。

トラスト活動「ひろがる森」
  Trust activity : Expansion of forest1

MISSION
 森の再生

N



a : スギ林の枝打ち (4 月 )

c : 支障木伐採 （8 月）

f : ヒノキの枝打ち （12 月）

d : 材搬出 ・ 炭焼き （5 月）

e : 整理伐 （10 -11月）

伐採地のようす

b : 地元林業組合より購入し

　  た苗木 2 種 4 0 0 本の植樹

　　（4 -5 月）

植林したブナの木
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土地本来の植生に。

本年度は、これまで整備を行なってき

た「北エリア」で、土地本来の植生に戻

す森づくりが中心となりました。前年度

に整理伐を行なった場所への植栽を行い

ました。昨年形質不良木の伐採を行なっ

た「オニグルミ・ミズキ・ハルニレ・コ

ブシ林 」に120本、「カラマツ林 」に

130本のブナの苗木を植栽しました。

ブナは長寿命で保水能力が高く、間伐

材はキノコのほだ木等に利用でき、果実

は動物の食料になります。また、雪にも

強く潜在自然植生がブナであったといわ

れていること等を考慮しました。また、土

壌条件等も適していると判断し選択しま

した。

「南エリア」では、整備前の基礎情報

収集を優先し環境調査を行なっているた

め、整備はしていません。

10 0年後の森のために今できることを

アファンの 森 財 団にとって、森 林 整 備 は 活 動 の 原 点 で す。放 置 され 荒 廃した
森 を 再 生 させ ること＝「 森 は 人 の 手 で 豊 か によみ が える 」ことを 実 践してい
ます。
将 来 アファン の 森 財 団 が目指 すさまざまな 生き 物 が 共に 暮らせ る森 になるに
は、人 の 手と長 い 時 間が 必 要 で す。1 0 0 年 後 の 森 のために 今 で きること。今
年 度 の 活 動は次 の 通りで す。

森林整備「森をそだてる」  

Management of afan woods : Growing the forest2
MISSION

 森の再生



南エリアの様子

北エリアの様子
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手入れをした森「北エリア」と放置されていた森「南エリア」の比較

これらの調査結果から、鳥類やクモ類においては、北エリアでは「明るい森」、

南エリアでは「暗い森」を好む種がみられました。また植物種によると、南エリ

アには明るい林床が乏しいうえに草地環境などの開けた空間が無く、植物の生育

環境は単調であると考えられます。植物の種数が多いことが良いこととは一概に

言えませんが、アファンの森の南北エリアを比べると、これまで行ってきた森の手

入れが植物の生育に良い影響を与えていると言えそうです。

本州の中大型哺乳類が確認。哺乳類も「北エリア」の方が好き。

学術交流協定を結んでいる麻布大学獣医学部野生動物学研究室によって自動

撮影カメラによる哺乳類調査が行われました。北エリア、南エリアにそれぞれ自

動撮影カメラを約10台設置した結果、12 種の野生哺乳類（大型として、ツキノ

ワグマ、ニホンジカ、イノシシ、中型としてタヌキ、キツネ、アナグマ、ハクビシン、

ノウサギ、小型としてテン、イタチ、ニホンリス、ネズミ類が確認されました。こ

の結果は、アファンの森に本州の中大型種の大半が生息することを示しています。

また撮影に基づく多様度指数は、「北エリア」が高いことがわかりました。きめ細

かい森林保全管理によって多様な植物群落が形成され哺乳類の多様度にも繋が

っていると推測されます。

森づくりを評価するのは生き物たちです

アファンの 森 の整 備 保 全 活 動は、森に棲む 生き物のために行っています。
その 整 備 の 評 価 は、訪 れ た 方 が「 アファン 森 は 気 持 ちが いい ね 」と言ってい
ただくのと同じように、アファンの 森 を 利 用する生き物に評 価してもらうこと
が 大 切だと考えています。
調 査 研 究 活 動は 森 の生き物に「アファンの 森 の 居 心 地 」を尋 ねる活 動で す。
今 年 度も 2 2 項目の 調 査を実 施しました。その一 部を紹 介します。

調査研究「森を知る」
  Research and study : To know the forest3

MISSION
 森の再生

南エリアの様子

ツキノワグマ　　　　　ニホンジカ　　　　　　　イノシシ　　　　　　　　　タヌキ　　　　　　　　　キツネ　　　　　　　　アナグマ　　　　　　　ハクビシン　　　　　　　ノウサギ　　　　　　　　　テン　　　　　　　　　　リス　　　　　　　　　　ネズミ　　　

植　物：「北エリア」	 502 種	 「南エリア」	  345 種　　

鳥　類：「北エリア」	 59 種	 「南エリア」	 52 種

クモ類：「北エリア」	 150種	 「南エリア」	 100種



シラカバ樹洞で巣立った

フクロウのヒナ

南エリアの植生図

ツリガネニンジン
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アファンの森の環境がより多様になった

　今年度は、トラストした南エリアの植生調査を中心に、手入れをしている「北

エリア」と放置されていた「南エリア」の比較をすることを念頭に調査をしました。

「南エリア」では7タイプの植物群落を確認。いずれも代償植生（二次林、人

工林）で、コナラーミズナラ群落とオニグルミーミズキ群落が最も広い範囲に成

立しています。北エリアと比較して群落のタイプはほぼ共通していると考えられま

す。（上図）

　「南エリア」で確認された種数は、324 種。うち94 種（27%）が、南エリア

にしかみられない植物でした。これは南エリアが北エリアにはない細い尾根状の

乾燥した環境があることを示しているようです。

北エリアの樹洞で1羽のフクロウが巣立つ

今年は北エリアのシラカバの樹洞で1ペアの繁殖が確認され、1羽のフクロウ

が巣立ちました。天然木の白樺の樹洞での繁殖は、2008年に続き2 度目です。

2002年以降 9年間で7回の繁殖が行われ、巣箱・シラカバ樹洞あわせて15

羽のヒナが巣立ったことになります。

岐阜県恵那の森で保全のための調査を受託

本年度の新たな取り組みとして、他の地域で山林の保全をしようとする企業へ

のコンサルティング活動を行いました。リコーエレメックス株式会社恵那事業所

（敷地面積約 43ヘクタール）の森林部（50年近く整備の手が入っていない）に

おいて保全活動を始めるにあたり、保全方針を決めるための、森林の現況生物調

査コンサルティングを当財団が受託しました。

・生物調査の実施

・現状の解説

・森林整備への提言

・関係者への啓発活動の提案

を行い、リコーエレメックス株式会社が「保全活動のコンセプト・方針を構築

する」ために必要な情報等の提供をさせていただきました。

企業が所有する森林を、開発のための環境アセスメントではく、保全のための

アセスメントに当財団がご協力させていただくことに、森林保全活動をする団体

として名誉な事と感じております。

ツキノワグマ　　　　　ニホンジカ　　　　　　　イノシシ　　　　　　　　　タヌキ　　　　　　　　　キツネ　　　　　　　　アナグマ　　　　　　　ハクビシン　　　　　　　ノウサギ　　　　　　　　　テン　　　　　　　　　　リス　　　　　　　　　　ネズミ　　　



生物多様性交流フェア

RICOH Presents 「アファンの森の物語」 夏編登

場の鶴田真由さんと

8　Afan Annual Repor t 2010

ニコル理事長　ウェールズアファン森林公園訪問

理事長のC・Wニコルが10月にウェー

ルズアファン森林公園を訪れ、日本のアフ

ァンの森の活動を報告するとともに、今後

の協力体制などについて意見交換を行な

いました。また、年次報告書の英訳版を作

成しました。

世 界 初 の 姉 妹 森 提 携 をした日本 のアファン の 森と英 国ウェー ル ズ のアファン
森 林 公園。森 を通じての国際 交 流 活 動は、森 林 環 境 や 森にまつわる人 の 暮ら
しについて、国の 枠を 越えた情 報 交 換 や 文 化 交 流 の 活 動で す。

国際交流（姉妹森）「森を世界につなげる」  

International Relationships ：Linking with other forests overseas4  普及交流
MISSION

生物多様性国際会議 •名古屋にブース出展など

生物多様性年の2010年。10月には、名古屋で第10回生物多様性国際会

議が開催されました。その生物多様性交流フェアに、麻布大学野生動物学研究

室と共同でブース出展いたしました。ブースではポスターやパネル、標本の展

示だけでなくモニターにて森の様子や活動の様子の映像を写しながら、職員が

来場者へ当団体の「理念」や「活動内容」、「豊かな森の価値」をお伝えしま

した。また、普段接することが少ない職員と会員の方々とが交流する機会にも

なりました。

　アファンの森のある長野県信濃町の癒しの森のイベント「森を感じる休日」

にも参加協力し（5月）、ブース出展やアファンの森の散策会を行ないました。

テレビ番組・RICOH Presents「アファンの森の物語」放映

テレビ番組・RICOH Presents「アファンの森の物語」が9月（夏編）と

1月（冬編）の2回、BS 朝日にて放送されました。理事長のC・Wニコルがメ

インパーソナリティーを務め、毎回ゲストを迎えて様々な角度から森や自然の

意義について語り合う内容となりました。

他にもテレビ・新聞・冊子等で取り上げていただきました。

「 豊 か な 森 の 存 在 意 義 を 訴 え ること 」は ア ファン の 森 財 団 の 使 命 の ひ とつ。
直 接的な活 動として実 施しているのが 普 及 活 動で す。会 員 様向けの 見 学 会 や
会 員 の 集いは毎 年 実 施しています。また、多くの 取 材 や 視 察もあります。

普及「森を伝える」
Public Relations : To tell the forest5  普及交流

MISSION



森の中で 「デザインの授業」 ： バンタンデザイ

ン研究所

株式会社ディー ・ エヌ ・ エー新入社員研修

株式会社ディー ・ エヌ ・ エー親子研修 「森の

ワークショップ」　

Afan Annual Repor t 2010　　9

今の自分を知る：株式会社ディー・エヌ・エー　新人研修
株式会社ディー・エヌ・エーの新入社員を対象に、5月22日に行ないました。

当財団と共同で行っている社会貢献活動「豊かな森の再生活動」をより理解し

ていただくために、作業体験や森の再生現場の散策等を行いました。また、森の

中でアートセラピーを行い、自分を見つめ直し、個々のコミュニケーション能力を

高める場としました。

【主なプログラム内容】

◆森林作業体験（有用木の生長を促すための伐採や下草刈り、等）

◆アファンの森の散策、山菜採り

◆アートセラピー

親子で豊かな森を体感：株式会社ディー・エヌ・エー
　　　　　　　　　　  森のワークショップ　

株式会社ディー・エヌ・エーの社員のご家族（親子）を対象に、7月24日に

行ないました。

当財団と共同で行っている社会貢献活動「豊かな森の再生活動」を理解する

とともに、家族で「豊かな森」を体感することによって世代に渡って森への理解

を深める場としました。

【主なプログラム内容】

◆アファンの森の中で昼食

◆生き物探し・森遊び（ブランコ、ハンモック、他）

森の中で「デザインの授業」：バンタンデザイン研究所

バンタンデザイン研究所インテリアデザイン総合基礎科の学生を対象に、8月

30日〜31日の一泊二日で行いました。多様性豊かな森を体感することにより、よ

り豊な創造力を育むことを意図しました。

アファンの森で「生きもの達の適応進化のしくみ」や「生物同士の関係」など

森林生態系を、その相互作用の結果である生物の体のつくりや色などのデザイン

から学ぶ機会としました。

【主なプログラム内容】

　◆森林作業体験（立ち枯れた木の伐採と整理）

　◆生き物の暮らしとデザインの講義

　◆森の散策と森遊び

　◆ナイトハイク（夜の森を感じる）

　◆一人でアファンの森を感じる

　◆ 2日間の体験を形にする

アファン の 森 のように 人 の 手 で 甦った 豊 か な 森 を、日本 中に 広 げ るために 大
事な活 動の 一 つが 人 材 育 成 活 動で す。森 づくりの 技 術だけで なく豊 かな森 を
体 験 することも実 践しています。

人材育成「森の人を育てる」
Human development6  普及交流

MISSION
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アファン“ 心の森 ”プロジェクト

日本アムウェイ合同会社「One by Oneこども基金」と恊働で2004 年から

行っているアファン“心の森”プロジェクト。今年度は、児童養護施設で暮らす

子ども達（3月、8月、9月の3回、各 2泊3日）62 名と、盲学校に通う子ども

達（5月、10月の2回、各１泊2日）21名、合計83 名の子ども達が参加しました。

虐待などによって心に傷を負った子ども達や、体に障害がある子ども達が、命

の環でつながっているアファンの森で、体を使って全身で遊び楽しむことで、自

分自身もかけがえのない一員であることを感じてもらうプログラムです。

アファンの森に包まれた子ども達は、今年度の活動で550 人を超えました。「次

回は○○をしてみよう」というスタッフの声を大事にし、小さくても常に新たな内

容を盛り込むことで、子ども達を迎えるスタッフのモチベーションも高めながら活

動を続けています。

5センスプロジェクト

　「森が心をはぐくむ」 

Five Senses Project : From regeneration of the forest
to regeneration of the human being.

7
MISSION 心の再生

5センスプロジェクトは、豊かな森は「心を豊かにする」ことを少し
ずつ実感している活動です。思いと愛が注ぎ込まれたアファンの森
は、人に愛情を注いでくれます



9 月の活動の様子が毎日新聞で紹介されました （2 010 年 9 月21日）

毎日新聞 （2 010 年 9 月28日）

Afan Annual Repor t 2010　　11

盲学校に通う子ども達が、森を守る作業に取り組む

今年度の活動では、盲学校に通う子ども達に「ウッドチップを散策路に敷く」

作業をしてもらいました。アファンの森の散策路には、地面（土壌）を守るため

に間伐材を利用したウッドチップが敷かれています。チップが敷かれていることで、

盲学校の子ども達も足裏の感覚から安心して歩け、時には1人で走ることもあり

ます。

皆さん集中して懸命に作業に取り組んでくれ、森の番人である松木も感心する

ほどでした。作業に取り組む顔はどこか楽しげでいきいきしているように感じ、パ

ートナーによるとその後も誇らしげだったようです。普段サポートしてもらうこと

が多い子ども達ですが、貢献する側として力を発揮できる機会は、心の成長に大

きな可能性をもたらしてくれるものと感じました。

ペンションを貸し切って、「大家族の夏休み」に

8月、9月はペンションを貸し切りにして宿泊しました。

大きな高原ホテルの雰囲気とはまた違って、コンパクトなペンションで自分たち

だけで過すことはアットホームな雰囲気になり、「大家族の夏休み」という場にな

ったと感じています。



主 な 活 動 の 履 歴
( 2 0 1 0 年 度 )

Our 
Activi t ies

in 2010
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● 森の再生
2 0 10 . 4 . 上～中	 スギ林の枝打ち作業
2 0 10 . 4 . 4		  フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 . 4 .10		 フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 . 4 .14 ～ 15	 鳥類調査
2 0 10 . 4 .17 ～ 18	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 . 4 . 下	 	 幼木手入れ作業
		  雪起こし作業
2 0 10 . 4 .2 4 ～ 2 5	 鳥類調査
2 0 10 . 4 . 下～ 5 . 上	 苗木の植樹、移植作業
2 0 10 .5 . 上～中	 ウッドチップ敷き作業
2 0 10 .5 .3 ～ 4	 ヤマネ巣箱設置作業
		  フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 .5 . 4 ～ 6	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .5 .10 ～ 11	 植生調査
2 0 10 .5 .15		 フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 .5 . 中		 枯木伐採作業
2 0 10 .5 .2 2 ～ 2 4	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .5 .2 8 ～ 2 9	 鳥類調査
2 0 10 .5 .2 8 ～ 2 9	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .5 .2 9 ～ 3 0	 クモ類調査
2 0 10 .5 .31 ～ 6 .1	 鳥類調査
2 0 10 .6 .		  下草刈り作業
2 0 10 .6 .3		  フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 .6 .9 ～ 10	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .6 .10		 フクロウ、猛禽類、鳥類調査
2 0 10 .6 .12		 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .6 . 下		 伐採木搬出・炭焼き作業
2 0 10 .6 .2 4		 鳥類調査
2 0 10 .6 .2 6		 鳥類調査
2 0 10 .6 .2 7 ～ 2 9	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .6 .2 9		 ヤマネ巣箱チェック
2 0 10 .7 .		  下草刈り作業
2 0 10 .7 .5 ～ 7	 植生調査
2 0 10 .7 . 中		 支障木伐採作業
2 0 10 .7 .17 ～ 19	 水生生物調査
2 0 10 .7 .19	 	 CCC 自然・文化創造会議／工場、不二家の皆様作業
2 0 10 .7 .19		 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .7 .2 4 ～ 2 7	 鳥類調査
2 0 10 .8 .		  下草刈り作業
2 0 10 .8 .7 ～ 10	 トンボ類予備調査
2 0 10 .8 .9 ～ 11	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .8 .16 ～ 18	 クモ類調査
2 0 10 .8 . 中～下	 伐採木搬出・炭焼き作業
2 0 10 .8 .2 0		 鳥類調査
2 0 10 .8 .2 6 ～ 2 7	 鳥類調査
2 0 10 .9 . 上		 下草刈り作業
2 0 10 .9 . 4		  苗木計測作業実施
2 0 10 .9 . 上～中	 伐採木搬出・炭焼き作業
		  調査区樹木計測実施
2 0 10 .9 .6 ～ 9	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .9 .14 ～ 15	 鳥類調査
2 0 10 .9 .2 1		 調査担当者会議
2 0 10 .9 .2 8 ～ 3 0	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .9 .2 9 ～ 3 0	 鳥類調査
2 0 10 .9 . 下		 樹木移植作業
2 0 10 .10 . 4 ～ 6	 クモ類調査
2 0 10 .10 .7 ～ 8	 ヤマネ巣箱チェック
		  猛禽類繁殖状況チェック
2 0 10 .10 .11 ～ 12	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .10 . 下	 整理伐作業
2 0 10 .10 .2 2	 陸産貝類調査
2 0 10 .10 .3 0 ～ 31  	 鳥類調査
2 0 10 .11. 上～中	 整理伐作業
2 0 10 .11.1		 鳥類調査
2 0 10 .11.3		 菌類調査
2 0 10 .11. 中	 キノコほだ木コマ打ち作業
2 0 10 .11.18 ～ 19	 鳥類調査
2 0 10 .11.2 0 ～ 2 1	 水生生物調査
2 0 10 .11.2 9 ～ 3 0	 鳥類調査
2 0 10 .12 .1		 鳥類の巣箱チェック
		  フクロウ巣箱チェック
2 0 10 .12 . 4 ～ 6	 麻布大学野生動物学研究室調査活動
2 0 10 .12 . 中	 ヒノキ枝打ち作業
2 0 10 .12 .16 ～ 17	 鳥類調査
2 0 11.1.13		  鳥類調査
2 0 11.1.2 9		 鳥類調査
2 0 11.1.31		  鳥類調査
2 0 11.2 .18		 調査担当者会議
2 0 11.2 .2 3		 鳥類調査
2 0 11.2 .2 6		 鳥類調査
2 0 11.3 .2 5 ～ 2 6	 鳥類調査

● 心の再生　
2 010 .5 .15 ～ 16	 アファン“心の森”プロジェクト（視覚障害のある子ども達）
2 010 .8 .4 ～ 6	 アファン“心の森”プロジェクト（児童養護施設の子ども達）
2 010 .9 .18 ～ 2 0	 アファン“心の森”プロジェクト（児童養護施設の子ども達）
2 010 .10 .2 3 ～ 2 4	 アファン“心の森”プロジェクト（視覚障害のある子ども達）
2 010 .12 .4		  心の森の集い

● 普及交流、その他　
2 0 10 . 4 .17 ～ 18	 アースデイ東京にブース出展
2 0 10 . 4 .2 1		 大和ハウス工業の皆様来訪
2 0 10 . 4 .2 2 ～ 2 3	 日本ハムの皆様来訪
2 0 10 . 4 .2 5		 会員見学会実施
2 0 10 . 4 .2 6		 紀藤様来訪
2 0 10 .5 .8		  会員見学会実施
2 0 10 .5 .14		 フー太郎の森基金の皆様来訪
2 0 10 .5 .2 1		 サンデンの皆様来訪
2 0 10 .5 .2 2		 ディー・エヌ・エー新入社員研修
2 0 10 .5 .2 7		 天王寺高校 9 期生の皆様来訪
2 0 10 .5 .2 9 ～ 3 0	 信濃町・森を感じる休日にブース出展
2 0 10 .0 6 .3		 ローラアシュレイの皆様来訪（作業、散策）
2 0 10 .6 .		  本間様来訪
2 0 10 .6 .8		  アファンセンター上棟式
2 0 10 .6 .10		 竹下様来訪
2 0 10 .6 .12		 リコー社会環境本部の皆様来訪
2 0 10 .6 .13		 ポロ・ビーシーエスの皆様来訪
2 0 10 .6 .13		 会員見学会実施
2 0 10 .6 .2 2		 紀藤様来訪
2 0 10 .7 .6		  紀藤様来訪
2 0 10 .7 .10		 会員見学会実施
2 0 10 .7 .2 4	 	 ディー・エヌ・エーの皆様来訪（作業、散策） 
2 0 10 .8 .11 ～ 13	 京都大学ポケットゼミの皆様来訪
2 0 10 .8 .2		  サンデン未来財団の皆様来訪
2 0 10 .8 .2 2		 会員見学会実施
2 0 10 .8 .2 3 ～ 2 5	 直方川づくりの会の皆様来訪
2 0 10 .8 .3 0 ～ 31	 バンタンデザイン研究所「創造性研修」実施
2 0 10 .9 .3		  イオン１％クラブの皆様来訪
2 0 10 .9 .11		  会員見学会実施
2 0 10 .9 .18		 BS 朝日「アファンの森の物語～ 2 0 10 夏」放送
2 0 10 .9 .2 5		 アファンセンター椅子・テーブル納品（オークヴィレッジ）
2 0 10 .9 .2 7		 日本ユネスコ未来遺産担当者来訪
2 0 10 .9 .2 8		 アファンセンター事務机納品（岡村製作所）
2 0 10 .9 .3 0		 リコージャパン長野支社、リコーグループの皆様来訪
2 0 10 .10 .1		  リコーエレメックス恵那事業所の皆様来訪
2 0 10 .10 .		  事務所移転・アファンセンターへ
2 0 10 .10 .3 0	 町民見学会実施
2 0 10 .10 .31	 会員見学会実施
2 0 10 .10 .12	 森の幼稚園の皆様来訪
2 0 10 .10 .15	 神山様来訪
		  紀藤様来訪
2 0 10 .10 .16 ～ 17	 リコーやどりき森睦会の皆様来訪
2 0 10 .10 .2 3 ～ 2 9	 COP10 交流フェアにブース出展
2 0 10 .11.5 ～ 7	 アファンセンターオープニングレセプション
2 0 10 .11.6		  会員見学会実施
2 0 10 .11.11	 髙島屋の皆様来訪
2 0 10 .11.15	 瀧定大阪の皆様来訪
2 0 10 .11.17	 村田妙法寺の皆様来訪
2 0 10 .11.2 5	 八千草様来訪
2 0 10 .12 .2		 環境省取材
2 0 10 .12 . 4		 新潟水辺の会主催シンポジウム参加
2 0 10 .12 .8		 「アファンの窓」試験配信開始
2 0 10 .12 .9 ～ 11	 エコプロダクツ 2 0 10 にブース出展
2 0 10 .12 .14	 長野県林務部の皆様来訪
2 0 11.1.2		  BS 朝日「アファンの森の物語～ 2 0 10 秋」放送
2 0 11.1.2 5		  岡村製作所様取材
2 0 11.2 .15		  愛知製鋼様来訪
2 0 11.3 . 4		  ディー・エヌ・エー様来訪（散策）
2 0 11.3 .10		  長野トヨタ様来訪

● アファンの森以外でのコンサルティング　
2 0 10 .7		  リコーエレメックス恵那事業所　打ち合わせ、視察
2 0 10 .8		  リコーエレメックス恵那事業所　鳥類調査
2 0 10 .9		  リコーエレメックス恵那事業所　植物調査
2 0 10 .10		  リコーエレメックス恵那事業所　速報と解説、打ち合わせ
2 0 10 .12		  リコーエレメックス恵那事業所　鳥類調査、打ち合わせ、
		  報告・提案書類提出



⑩ 

アファンの森の恵み、その他

Afan Woodl and Goods

1 

5 

6 

3 

森の本

8　絵本 「森にいこうよ！」	 1,4 7 0 円

9　絵本 「しっぽ」	 1,4 0 0 円

10　アファン　フィールドノート	 会員 2 ,8 0 0 円　　

	 一般 3 ,3 0 0 円

98

11　アファン “炭” （3 kg 入り）	 会員 2 ,0 0 0 円 （送料込）　　

	 一般 2 ,5 0 0 円 （送料込）

12　ストラップ “フクロウのヒナ”	 95 0 円

13　ニコルの直筆メッセージ入りバンダナ	 1,5 0 0 円

13

11
12

2 

4

10
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アファンの森グッズをご紹介いたします。

それぞれの収益の一部が、アファンの森財団の活動に活用されます。

ご希望の方は、ホームページをご覧いただくか、事務所までお問い合わせください。※価格はすべて税込

オークヴィレッジとのコラボグッズ

飛騨高山で木工家具 ・ 木工建築を手掛けている 「オークヴィレ

ッジ」 とのコラボレーショングッズです。 アファンの森の間伐材

を材料に制作いただいたものです。 売上金の一部は、 森林整

備活動に活用されます。

1　木のしおり （3 枚セット）	 378円

2　木のはがき （3 枚セット）	 5 2 5円

3　キーホルダー （2 種）                         各 	1,0 5 0 円

4　新　みどりのかけ箸	 2 ,310 円

5　フォトフレーム耳付き （はがきサイズ）	 3 ,4 6 5円

6　寄木の積み木		             13 ,6 5 0 円 



※会計報告及び事業報告書は HP に掲載しています。

income 
   and　

expenditure 
repor t
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収 支 報 告
（2010年4月1日～ 2011年3月31日）

			   2 0 10 年度	 2 0 0 9 年度	

活動収入		  4 ,17 9 万円	 5 ,2 4 4 万円

活動支出		  4 , 6 9 4 万円	 4 ,3 4 9 万円

トラスト募金合計	 　2 2 7 万円	 2 5 8 万円

トラスト支出額合計	 　　 1 万円	           0 万円
※アファンの森財団への資金支援は、 トラスト募金については事務局で随時お預か

りし、 近隣地の購入資金に活用し、 年会費や寄付金は各活動や運営費に活用させ

ていただきます。

アファンの森の活動費用

			   　　 2 0 10 年度	 　  2 0 0 9 年度

【事業費の内訳】		  			 

森林整備「森を育てる」		  6 ,9 4 6 ,0 0 0 円	 6 ,8 8 7 ,0 0 0 円

調査研究「森を知る」		  3 ,6 6 7 ,0 0 0 円	 4 ,7 4 4 ,0 0 0 円

国際交流「森を世界につなげる」		  5 ,0 0 0 円	 5 ,0 0 0 円

人材育成「森の人を育てる」		  9 9 0 ,0 0 0 円	 7 3 8 ,0 0 0 円

普及「森を伝える」		  9 ,0 9 1,0 0 0 円	 3 ,2 9 7 ,0 0 0 円

心の再生「森が心をはぐくむ」		  7 ,116 ,0 0 0 円	 11,5 3 4 ,0 0 0 円

　　　　　　　事業費合計		  2 7 ,8 15 ,0 0 0 円	 2 7 ,2 0 5 ,0 0 0 円

【管理費】						  

人件費（森を守る人たちへ）		  11,2 2 6 ,0 0 0 円	 11,6 6 3 ,0 0 0 円

その他管理費（森を守るために）		  7 ,8 9 7 ,0 0 0 円	 4 ,6 2 1,0 0 0 円

　　　　　　　管理費合計		  19 ,12 3 ,0 0 0 円	 16 ,2 8 4 ,0 0 0 円

　　　　　　　　費用合計		 4 6 ,9 3 8 ,0 0 0 円	 4 3 , 4 8 9 ,0 0 0 円

【2010 年度収入】 【2010 年度支出】 【事業費の内訳】



　理事長	 C. W. ニコル	 作家

　専務理事　	 森田　いづみ	 （株）C. W. ニコル オフィス　代表取締役

　常務理事　	 松木　信義	 林業家

　理事	 大槻　幸一郎	 アジア航測㈱代表取締役社長

	 金子　与止男	 岩手県立大学　教授

　	 高見　裕一	 グリーン・マーケティング協会　代表

　	 谷　達雄	 元 （株）リコー　社会環境本部長

　	 野口　理佐子	 人と自然の研究所　代表

　	 林　秀剛	 NPO 法人　信州ツキノワグマ研究会　理事

　	 山瀬　一裕	 （財）自然環境研究センター　専務理事

　	 アリスター・ドライバー	 英国環境庁自然保護局員

　監事	 畠田　洋平	 公認会計士

　	 吉田　寛	 公会計研究所　公認会計士

　評議員	 梅崎　義人	 水産ジャーナリスト

　	 大熊　孝	 NPO 法人新潟水辺の会　会長

　	 関口　鉄夫	 大学講師

　	 瀬田　信哉	 神宮境内地・自然保護委員会委員

　	 武田　徹	 ジャーナリスト（つれづれ遊学舎）

　	 茅野　實	 （社）長野県環境保全協会　会長

　	 星野　佳路	 （株）星野リゾート　代表取締役社長

　	 前河　正昭	 大阪観光大学観光学研究所

　	 前田　利彦	 農家

　	 狩野　土	 （株）黒姫和漢薬研究所　代表取締役社長

　	 横谷　幸	 CCC 自然・文化創造会議 / 工場 専務理事
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●会員について（2 0 11 年 3 月 3 1日現在）

			   　　	 口数		  　　金額

　賛助会員			   2 3 5 口		  11,7 5 0 ,0 0 0 円

　アファン会員			   8 7 7 口		   4 ,3 8 5 ,0 0 0 円

	

●法人からのご支援について

［設立当初よりご支援いただいている法人・団体］

　・株式会社リコー			   （プロジェクトパートナー）

［2 0 10 年度に 5 0 万円以上のご支援をいただいた法人・団体（敬称略、五十音順）］

　・アドビシステムズ株式会社		  （商品連動寄付）

　・イオン株式会社			   （ご寄付）

　・株式会社インテージ		  （オフィシャルスポンサー・ご寄付）

　・エコポイント			   （ご寄付）

　・サンデン株式会社		  （事業別オフィシャルスポンサー）

　・ダイドードリンコ株式会社		  （オフィシャルスポンサー）

　・株式会社ディアイケイ		  （ご寄付）

　・株式会社ディー・エヌ・エー	 （オフィシャルスポンサー・ご寄付）

　・長野トヨタ自動車株式会社		  （事業別オフィシャルスポンサー）

　・日本ハム株式会社		  （オフィシャルスポンサー）

　・バンタングループ		  （オフィシャルスポンサー・クリック募金）

　・ひかり味噌株式会社		  （事業別オフィシャルスポンサー）

　・ポロ・ビーシーエス株式会社	 （オフィシャルスポンサー）

　・リコーグループ			   （プロジェクトパートナー・ご寄付）

　・ローラアシュレイ ジャパン株式会社	 （商品連動寄付）

●財団法人 C. W. ニコル・アファンの森財団役員（2 0 11 年 3 月 3 1日現在）



シジュウカラ

ヒヨドリバナ

雪解け

ヤマドリタケモドキ

リュウキンカ

ナツエビネ ミヤマクワガタ

ニホンアマガエル ゴジュウカラ

ヤマアカガエル ノスリ サラサドウダン コガネタケ ナニワズ

マムシ カタクリ イタチ エゾイトトンボ キクザキイチゲ

ノウサギの足跡 シラネアオイ サンコウチョウ

ゲンノショウコ

ノビネチドリ

ウスバシロチョウ

氷柱 ニリンソウ






